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新 エ ネ ル ギ ー 委 員 会 の お 知 らせ （第3、7回）

日 時

場 所

平成29年12月5日 （火）午後1時 半 ～4時

衆議院第一議員会館 地下1階 第5会 議室

千代 田区永 田町2－2－1

◆国会議 事堂前 駅 （丸 の内線 ・千代 田線） ①番 出 口よ り5分 、永 田町

駅 （有楽町線 ・半蔵 門線 ）①番 出 口よ り下車2分 。 当 日、午後1時

よ り、議 員会館 玄関 にて、通行証 を差 し上 げます。 そ の時刻 前 に到

着 され た方 は、恐 縮 です が、受付脇 の ロ ビー にてお待 ち下 さい。会

議 開始後 にお越 しの方 は、受付 に 「第5会 議 室 に行 きたい」 旨お伝

え下 され ば、 お迎 えに参 ります。

議 題1、 最近 の再生 ・新 エネルギー につ いて想 う

挨拶 中 島稔 新 エネル ギー委 員長

2、 海洋性 酵素 で機 能性 化学品 を生 産す る技術 について

解説 秦 田勇二埼玉 工業大学教 授

3、 『新エネ ルギー 関連 ニ ュースNO．171』

解 説 中島稔新 エネル ギー委 員長

報 告 去 る11E7日 開 催 の第316回 新 エ ネ ル ギー 委 員 会 は 、 中島

稔 新 エネ ル ギー委 員長 が議長 を務 め行 われ ま した。

まず 、清原淳平専務理 事 よ り、本 日の講師 ・産業技術 総合研究所太陽

光発 電研 究セ ンター先進多接合デバイ スチー ム ・菅谷武芳チーム長 の経

歴紹介 があ りま した。

次 に、 中 島委 員長 よ り、 「最近 の再 生 ・新 エ ネル ギー につい て想 う」

と題 して開会挨拶 が あ りま した。 中国 の太 陽光発 電 の導入量 が世界全

体45％ とな り、世界一 とな った。5年 後 には64％ を 占め る と予測

され る。 また、英 国で は洋上 風力発 電所 の発 電 コス トが計画 中の原発

の発 電 コス トを下回 る こ とが 明 らか になった。 このよ うに世界 の再 生

エネル ギー は伸び てい るが、 日本 の伸び は鈍 い。先 月紹介 した電気 自動車 もそ

うだが 、エ ネル ギー市場 は 中国 が牽引 してい る こ とは明 らか で、そ の動 きに 日

本 はつ いてい けるか、懸念 され る ところだ。

次 に、菅谷 チー ム長 よ り、 「低 コス ト ・超 高効 率太 陽電 池 の実 現 に向 けて」

と題 して解説 をい ただ きま した。 太 陽光発電 の 日本 の シェアは 中台の73％ に

比べ 、4．4％ に留 ま ってい るが、変換 効率 は世界 トップで ある。 技術 的優 位

を保 ってい る うちに、火 力発 電所 並み の コス トまで 下げ る こ とを 目指 してい る。

太陽光 の青 ・緑 ・赤 のす べて を利 用で きれ ば高 効率 にな る。 それ には3種 類 の

セル をすべ て重ね る必要 が あるが、今 までは できな かった。 そ こで 、セル の間

に別 の元素 を入れ て成長 させ る方 法 を試 した が、高 コス トにな って しま う。 次

に、別 々 に作 ったセル を接 合す る方法 も試 したが、今 の ところ条 件 が厳 しく、

かつ 高 コス トな ので、今 の ところ宇 宙衛 星用 に用途 は限定 され てい る。 現在研

究 中なの は、パ ラジ ウムナ ノ粒 子 をセル の接合 面 に ドッ ト状 に配 置す るもの。

これ によって電流 の経 路 が出来 、別 のセル と接 合 させ る こ とが でき る。現 在4

っ のセル接 合 を検 討 してお り、計算上33．1％ の発 電効 率 を出せ 、20年 以

上 の耐久 テ ス トに は成功 してい る。

次 に、中島稔委員 長 よ り 『新 エネル ギー 関連 ニ ュースNo．170』 の解 説 が あ

りま した。今 回は、○ 中国 が再来 年か ら排気 ガス を出 さな い 自動 車 を一定 台数

販売 す る法規 をスター ト。 電気 自動車 と燃料 電池 の大量 生産化 で 目本 の 自動 車

メーカー は危機 に ？○次 世代 リチ ウムイ オン電池 の 開発。負 極 に黒鉛 に代 わっ

てチタ ンニ オブ系酸化 物 を用 い て、2倍 の容 量 を持 っ よ うにな った。 ○酢酸 に

反応す る色素 を用い て、燃 料 電池 の劣化 を判別 す る技術。 ○波エ ネル ギーで 自

走す る小型 船。 電力制御 で揺 れ も4分 の1に 。 ○再 生エネル ギー に係 る国民負

担 は2～3兆 円 にのぼっ てい る。 木質バ イオ マス ・農 業残 さ発 電 の買取価格 引

き下 げ も検 討。 ○太 陽光発 電 のシ ェアが 中国 で急 増 し、再生 エネ市場 をけん 引。

な どの解説 が あ り、一 同大い に勉 強 にな りま した。

★ レクチュアにっき、当日会費 会員千円にご協力を。

次回、12月5日 （火）の新エネルギー委員会に

御芳名

出 一 欠 （いずれかに○印）

’ 貴方様 のFAX

テ ロ対 策 への警 備 か らの要 請 上 、会 員 に限 ります 。

非会員 で参 加希 望者 は、2日 前までに履歴書 をご提 出下さい。

（そ の際の会費 は三千円とな ります。）

事 務 局 宛FAXO3－3507－8587

協 和 協 会 事 務 局 蜜03－3581－1192時 代 を刷 新 す る会 事務 局iESO3－3272－4320
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当 日連 絡 先080（8836）6203（ 重 田 ）080（9292）2620（ 高 津 ）


